
令和２年度 畜水産食品中の農薬等検査結果 

 

 

食品中の農薬、飼料添加物及び動物用医薬品（以下「農薬等」という。）については、

地方公共団体による国内流通品の検査や検疫所による輸入食品の検査が監視指導計画等に

基づき行われており、検査の結果、残留基準に適合しない場合には回収、廃棄等の措置が

講じられるほか、必要に応じて、農薬等の適切な使用等について指導が行われている。 

今般、令和２年度に実施された検査について、地方公共団体から報告があった検査結果

をとりまとめたので報告する。なお、今回の集計では、新型コロナウイルス感染症による

保健所の業務負担等を考慮し、地方公共団体における畜水産物の検査結果のみを集計対象

とした。 

 

 

１．集計方法 

地方公共団体から報告された検査結果について、検査対象の各食品を国産品・輸入品に

区分した上、農薬等の検査数、検出数、基準値超過数、検出値の範囲（最小値、最大値）

等を集計した。  

集計解析は、国立医薬品食品衛生研究所安全情報部に委託した。  

なお、各検査機関における試験法や検出限界等は統一されておらず、検出値が 0.01ppm

未満であっても、検出事例として検出数に計上した。 

 

 

２．集計結果 

畜水産物における農薬等の検査数、検出数及び基準値超過数等を表１にとりまとめた。

また、全体、国産品、輸入品の別で、検出割合が高い農薬等（各年度、検査数が 100 件以

上であった農薬等のうち上位 20 種類。ただし、検出された農薬等の種類が 20 種類に満た

ない場合は、検出されたすべての種類）について、検査数、検出数、検出割合、検出値の

範囲（最小値、最大値）を表２～４にとりまとめた。 

 

表１：総括表（検査数、検出数、基準値超過数等） 

 

表２-表４：検出割合の高い農薬等（検査数100 件以上の農薬等のうち上位20種類について集計） 

表２ 畜水産物 （全体） 

表３ 畜水産物 （国産品）  

表４ 畜水産物 （輸入品）  

 

  



検査の総数は、令和２年度は約 15 万件であった。検出数は、国産品と輸入品を合わせ

て 127件、検出割合は 0.08％であった。基準値超過数及び検査全体に占めるその割合は、

それぞれ９件及び 0.006％であった。国産品については、約 13万件の検査が実施され、検

査全体に占める基準値超過の割合は 0.007％であった。また、輸入品については、約２万

件の検査が実施され、基準値超過した事例はなかった。（表１）  

農薬等の種類別にみると表２のとおりであった。それをさらに国産品、輸入品の別にみ

ると、それぞれ表３、表４のとおりであった。  

 

  



（参考） 

報告のあった地方公共団体 

 

（113自治体） 

北海道、札幌市、旭川市、小樽市、青森県、青森市、八戸市、岩手県、盛岡市、宮城

県、仙台市、秋田県、秋田市、山形県、山形市、福島県、福島市、郡山市、茨城県、栃木

県、宇都宮市、群馬県、前橋市、埼玉県、さいたま市、川口市、川越市、越谷市、千葉

県、千葉市、東京都、港区、新宿区、杉並区、豊島区、足立区、葛飾区、神奈川県、横浜

市、川崎市、相模原市、横須賀市、茅ヶ崎市、新潟県、新潟市、富山県、富山市、石川

県、金沢市、福井県、福井市、山梨県、長野県、長野市、岐阜県、岐阜市、静岡県、静岡

市、浜松市、愛知県、名古屋市、豊橋市、豊田市、三重県、四日市市、滋賀県、大津市、

京都府、京都市、大阪府、大阪市、堺市、東大阪市、高槻市、豊中市、寝屋川市、枚方

市、八尾市、兵庫県、神戸市、姫路市、西宮市、尼崎市、明石市、奈良市、和歌山県、和

歌山市、鳥取県、島根県、岡山県、岡山市、広島県、広島市、福山市、徳島県、香川県、

愛媛県、高知県、高知市、福岡県、福岡市、北九州市、佐賀県、長崎県、長崎市、佐世保

市、熊本県、大分県、大分市、宮崎県、鹿児島県、鹿児島市、沖縄県  



表１　総括表（検査数、検出数、基準値超過数等）

畜水産物

国産 輸入 全体 国産 輸入 計 国産 ％ 輸入 ％ 計 ％ 国産 ％ 輸入 ％ 計 ％

2 183 52 214 131,803 21,200 153,003 116 0.09 11 0.05 127 0.08 9 0.007 0 0.000 9 0.006

注）各年度時点の基準値について、自治体より基準値超過として報告された結果を集計した。

年度
検査100件以上の農薬等数 検査数 検出数 基準値超過数

注）



表２ 畜水産物（全体） 

農薬等 検査数 
検出数 検出値（ppm） 

件数 ％ 最小   最大 

オキシテトラサイクリン 517 30 5.80 0.015 – 1.7 

ヒドロコルチゾン 282 7 2.48 0.01 – 0.05 

メトクロプラミド 108 2 1.85    0.15 – 0.32 

エリスロマイシン 671 9 1.34 1.7 –  5.2 

クロルデン 239 3 1.26 0.003 – 0.004 

プリフィニウム 328 3 0.91   0.02 – 0.03 

アルドリン及びディルドリン 411 2 0.49 0.001 – 0.001 

フルニキシン 413 2 0.48 0.01 – 0.01 

DDT 477 2 0.42  0.001 – 0.0061 

セファゾリン 729 3 0.41 0.07 – 0.41 

ドキシサイクリン 990 4 0.40   0.01 – 0.05 

ケトプロフェン 280 1 0.36 0.058 – 0.058 

オキシテトラサイクリン、クロルテトラサイク

リン及びテトラサイクリン 
2,514 8 0.32 0.012 – 0.1 

オルビフロキサシン 1,758 4 0.23 0.01 – 0.3 

アンピシリン 570 1 0.18  0.04 – 0.04 

エンロフロキサシン 1,209 2 0.17  0.01 – 0.02 

マルボフロキサシン 1,219 2 0.16 0.02 – 0.03 

ベンジルペニシリン 1,433 2 0.14 0.06 – 0.32 

オフロキサシン 1,435 1 0.07 0.007 – 0.007 

スルファメトキサゾール 3,416 2 0.06  0.02 – 0.04 

 

表３ 畜水産物（国産品） 

農薬等 検査数 
検出数 検出値（ppm） 

件数 ％ 最小   最大 

オキシテトラサイクリン 339 27 7.96 0.015 – 1.7 

ヒドロコルチゾン 241 6 2.49 0.01 – 0.05 

エリスロマイシン 622 9 1.45  1.7 – 5.2 

クロルデン 175 2  1.14 0.003 – 0.004 

プリフィニウム 292 3 1.03 0.02 – 0.03 

DDT 351 2 0.57   0.001 – 0.0061 

フルニキシン 357 2 0.56 0.01 – 0.01 

セファゾリン 679 3 0.44 0.07 – 0.41 

ケトプロフェン 257 1 0.39  0.058 – 0.058 

ドキシサイクリン 830 3 0.36  0.01 – 0.05 

アルドリン及びディルドリン 286 1 0.35  0.001 – 0.001 

オキシテトラサイクリン、クロルテトラサイク

リン及びテトラサイクリン 
2,345 8 0.34 0.012 – 0.1 

オルビフロキサシン 1,602 4 0.25 0.01 – 0.3 

アンピシリン 510 1 0.20 0.04 – 0.04 

マルボフロキサシン 1,133 2 0.18  0.02 – 0.03 

ベンジルペニシリン 1,367 2 0.15 0.06 – 0.32 

エンロフロキサシン 1,075 1 0.09 0.01 – 0.01 

オフロキサシン 1,207 1 0.08 0.007 – 0.007 

スルファメトキサゾール 2,899 2 0.07 0.02 – 0.04 

トリメトプリム  3,072 1 0.03  0.03 – 0.03 

 

表４ 畜水産物（輸入品） 

農薬等 検査数 
検出数 検出値（ppm） 

件数 ％ 最小   最大 

オキシテトラサイクリン 178 3 1.69 0.02 – 0.07 

アルドリン及びディルドリン 125 1 0.80 0.001 – 0.001 

エンロフロキサシン 134 1 0.75 0.02 – 0.02 

ドキシサイクリン 160 1 0.63 0.04 – 0.04 

 


